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佐賀県環境センターは，環境部門と放射線監視

部門で構成されており，他の府県においては機構

改革により地衛研との統合等が行われています

が，九州内では佐賀県のみ環境研と地衛研が別組

織となっております。

さて，私は当センター所長として�年になりま

すが，今年度いっぱいで定年を迎えることを考え

ると三十数年の県庁生活に感慨深いものを感じて

おります。入庁当時は，食品衛生監視員として保

健所において監視業務と収去検査業務に携わって

いました。検査は手分析主体で，ビュレットや

TLC を汎用していました。なお，検査機器につ

いては分光光度計ぐらいしかなく，単一波長測定

なので，スペクトルを描く場合は手動で波長変換

をしてやらなければならない機器でした。異動で

環境監視員になっても，水質検査は手分析主体

で，ビュレットと格闘していたものでした。

その後，衛生研究所に異動してからは，やっと

近代的な分析機器(当時としては)に出会って感心

したものでした。GC-MS は汎用機として整備さ

れていましたが ICP や LC-MS はまだ汎用機では

ない時代でしたから，重金属は原子吸光光度計

で，農薬類は HPLC で測定していました。それ

から数十年経って，今周りを見回すと，GC-MS，

ICP-MS，LC-MS 等々分析機器はすばらしい進

歩を遂げており，今やMSがなければ分析できな

いなんていう輩もいます。

ことほど左様に分析技術の進歩は甚だしく，

ビュレットと格闘していたころは ppm レベルの

定量で十分だったもの，機器分析においては分析

機器の進歩によって ng オーダーの検出がやっと

だったものが，今では fg オーダー以下をめざす

ようになってきています。さらにターゲット分析

が主流であった未知物質の検索も網羅的分析が取

り入れられてきて，水質事故等の際の原因物質の

特定も格段に早くなってきています。

これらについては，電気化学的な理論の進歩は

当然ですが，情報処理技術のめざましい進歩とそ

の応用によるものであることは難くないと考えま

す。昔の話になりますが，私が大学生のころは，

パソコンは一般的ではなく，分析機器付属のコン

ピューターも機器の制御というより計算機として

の使用法が主流でした。そのころからすると，現

在の機器はコンピューターによる制御が当たり前

であり，測定結果についてもほぼ自動化されてい

るといっても過言ではないでしょう。

分析機器の進歩について，長々と記してきまし

た。私たちの仕事は，研究活動を除けば，定めら

れた分析方法に則って正確な分析結果を出すこと

が求められています。通常公定法とされている検

査方法であっても，各分析機関においてバリデー

トすることが必要であり，検体の採取から検査結

果の報告までの一連の流れの中でシステム適合性

が求められます。

分析機器および情報処理技術の進歩にヒトは追

いついているのでしょうか。機器分析における定

量分析において自動的に計算された結果のみしか

見ていない担当者，網羅的分析において適合率の

高い物質のみしか信じない担当者等たまに見かけ

ます。今一度基本に立ち返り，チャートなりクロ

マトなりを十分理解し，機器に組み込まれた情報

処理装置の内容等を自分のものにする必要がある

のではないかと感じております。


